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台風が近づくも晴天の日、大人塾第 2 回講座が行われた。今回から、学校の日直のように 

冒頭の 5 分間を使ったミニ講義を、毎回持ち回りでやっていく。まず、お手本として学習補助者 

の谷原さんが、スカイツリーの足元にある商業施設、東京ソラマチについて話された。お話の中 

で、５F にある墨田区ブランドのフロアで聞いたという、「地元支援から地元始縁（縁作りを始める 

こと）へ」というスタートしたばかりの大人塾にとって、ぴったりなキーワードが紹介された。次回からの 

受講生のミニ講義もどんな話になるか楽しみだ。 

また、2 回にわたり、受講生が物や知恵を持ち寄っての分かち合い（お茶の間だがしや楽校）を開催する。今回

は前段階として、富士山の見える場所の区内地図や洗濯ばさみ人形、前回の様子を描いた漫画が持ち寄られ

た。「この場をびっくり箱に見立てて何でもご持参ください。それでお互い刺激を得るようなことをしましょう。」と松

田さん。このお試しお茶の間だがしや楽校では、その後、①素材から考えるおしゃべり手芸の会、②杉並を地図

作りから語ろう、③場づくり（社会起業）、の 3 グループに分かれて懇談が行われた。感想は下記の通り！この話

し合いを通して、「プチおしゃべり手芸の会をやりたい」という声が自然と生まれ、なんと次回の講座前に行うこと

になった。講座外に自然とこのような集まりがどんどん開かれていくと、もっと面白くなるかもしれない。（坂本） 

①

②

③ 

④ 

～～参参加加者者のの声声～～  
「ある日の塾っ人たち」 

作・絵 三宮 泰代 

↑受講生手作り人形 

学習支援者松田さん↑

・いろんな道、店があり、いろんな人がいて

面白くて楽しかった。実際に行ってみたい

な。 

・すぎなみには知らないこと、場所があるこ

とを発見した。 

・地図は情報の宝庫！ 

・カード作りをしながら、皆さんのお話に

聞き耳。それぞれの持ち味が少しずつ分

かって楽しかったデス。 

・竹の皮の利用法を考えて下さい。カード

作りの楽しさを味わいました。 

・カード作り、こんなに簡単にできるなん

て。次回は 9:30 に来てプチ手芸講座あ

り。 

・人集めって難しい。 

・誰でも立ち寄れるコミュニティカ

フェを開きたい。 

・自分を活かせるワークショップ

をしたい。 

・地元を盛り上げたい。 



   愛宕 紀子（おたぎ）♀

① 東京（生まれは北京） 

② 何かの為に必ず左手を 

あけておくこと（心もからだも

めいっぱいにしない） 

③ 長年下着の 

④ 世界にいました。下着の

ア ドバイス い つで も ！

（女性限定） ・台所仕事
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   池住 寿夫(いけサン)  

①東京都 

②勇気・気力（自分にないも

の） 

③高齢者ダイバーです。12

年の経験があり、150 本以上

潜っています。仲間が引退し

たため、一緒に泳ぐダイバー

募集中です。 

伊藤 成 ♂ 

① 岐阜県海津市 

② それぞれらしく、認め合

え、活かし合えるつなが

り 

③ 朗読、表現ワークショッ

プ、司会 etc 

小張 尚孝（こばり）♂ 

① 荻窪（東京衛生病院） 

② 快眠快食快ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

③ ・色々な時柄を組み立て 

ていくのが得意。・セシオンで

「蕎麦の会（SOS）」を約 20 名

の仲間で月１で開催。「細切り

のコバリ」を目指している。 

・自転車・野菜作りも。 

�すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって� 
 この新聞は事務局スタッフ松坂・坂本・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。

■４つの地域に分かれて、話し合う 

夜コースの２回目は、「杉並について考えてみよう」。中央線沿線の高円寺・阿佐ヶ

谷・荻窪・西荻窪の４つのまちに受講生が分れて、その地域のエピソードや、こうなっ

たらいいのになぁという課題をあげて話し合ってみた。他の人の意見を聞くことにより、

新しいまちの発見をしよう！これが第一の目的だ。そして、その後にほかの地域に２

回移動を繰り返し、そこで、すでに模造紙に書かれたことに対して、アドバイスやいい

ね！などをどんどん書き足していくワールドカフェ方式のワークショップを行った。 

話し合いながら書く。これによって色々な人の知恵が集まり、グループでやることの

意味が生まれる。短いキーワードで、わかりやすく。これが重要である。 

■ 違う考え方があるからこそ何かが生まれる 

「へ～、そんな問題があるんだ。」「そうそう、困るよね！」「こうしたら？」各チームで

飛び交う言葉は共感・反論・発見・感動？などさまざまである。そして、まちの様子だけ

で無く、他の人の視点や考え方を知ることを楽しむようにするのも大事だ。「一人で思

うだけでなく共感を得ることで、やってみようかなという勇気が生まれます。まず口に出

してみること、これが活動が生まれるきっかけになります。」と広石さん。他の人の意見

を認めながら、自分も発信すること、これを体験できたであろうか。 

楽しいまち談義の結果、地下鉄丸ノ内線が西荻まで伸びる日が来るかも！？（湊） 
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■ 今月の大人“塾
じゅく

っ人
と

” 
大人塾に参加中の…イカした！大人たちに聞きました！ 

① 出身 ②座右の銘、好きな言葉 ③ 自分のつながりＰＲ

西荻窪 高円寺阿佐ヶ谷荻窪 

若者のまち。自由で、まちが深夜まで動いているイ

メージ。反面、住民にとってはマナーを守らないこ

とに迷惑。まちの外と中からだと見方が違うね！ 

・魅力的な商店街が多いが、住宅街のコミュニティ

が今一歩。「祭り」の復活を望む。・南北問題の解決

のためにも、空間・時間・人をつなぐことが大事。

・4～５つある商店街を繋げるために、ハロー

西荻窪（ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ）を行っている。散歩して

まちや店を発見したり、遊ぶ仕掛けがもっと

ほしい。・丸ノ内線を西荻窪まで伸ばして！ 

・入りやすい小さいお店の支援・気軽に利用

できるコモンスペース・高齢者の大きな家の

利用＝３つをつなげてみよう！「愛情と緑の

あるまちへ」←阿佐ヶ谷のｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ 

中央線沿いのまち：こんな感じ・こんな課題があるよ 


